
個性や能力を伸ばす

1. 豊かな体験の中から掘り起こす

　何事もほどほどにやりこなせる、いわゆる「優等生タイプ」の人よりも、ある面でずば抜けた才能を発揮している人の方が、社会的にも活躍しており、生きがいに溢れた張りのある生活をしていることが多いようです。

　「人生の幸福」についてのアンケートでは、「自分の個性にあった生活をし、個性にあった仕事に情熱を傾けることだ」という回答が一ばん多いということです。では、どうやって子どもの個性を探したらよいのでしょうか。

　小学校時代はどの方面に伸びる芽を持っているのか、本人にも、親にもわからないことが多いようです。そこで、はじめから間口を狭くしないで、広く豊かな生活体験をさせる中から、子どもの興味・関心の方向や、能力・適性を発見していくことが大切です。子どもとの接触を深め子どもが熱中していることを理解し、優れている点を認め励ますことによって、子どもは自分の長所をさらに伸ばそうという意欲に燃え、個性・能力の芽生えに結びつくのです。

2. 家庭学習を新しい視点から見直す

　「勉強しないで困ります」と嘆くお母さんの中には、子どもらしい遊びや楽しい活動には目もくれないで、もっぱら机にかじりついて受験生的生活をしているような子どもを理想としておられる方が多いように見受けられます。そういう子どもの将来はどうなるのか、かえって心配にはならないでしょうか。

　学校でも物を作る、劇をする、砂場で造形遊びをする、石ころ集めをするなど、机に向かわない学習や教室から離れての学習がしばしば行われています。

　自然の中で、動植物に親しんだり、家事の手伝いや家庭で分担した仕事を進めるために工夫をしたり、遊び道具を作り出したりするなどの豊かな体験の中から学んでいくことが個性や能力を伸ばす生きた家庭学習ではないでしょうか。

　家族そろっていなかへいくとき、子ども（高学年）に時刻表を与えて、旅行計画を立てさせ、その計画の通り行動したという話がありますが、これなども家庭ならではの体験学習と言えましょう。
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